
都市と人間の最適な生活環境を
創造し、社会に貢献する。

ありたい姿

基本方針

行動指針

環境に配慮した、安全で安心な「住まい」と
豊かで快適な「暮らし」を国内外に提供し続ける。

中期経営計画

次なる進化へ向けて
HASEKO Evolution Plan

「住まい」と「暮らし」のリーディングカンパニーとして、
持続的な成長と企業価値向上を実現する。

あらゆるステークホルダーの期待に応えるため、自信と誇りを持ち、総合力と行動力で進化し続ける。

E・S・Gすべての観点から社会的責任を全うすることで、
事業活動そのものを通じて持続可能な社会の実現に貢献する。

企業理念

統合報告書

財務情報

IR情報サイト

・有価証券報告書
・決算短信
・決算説明会資料
・報告書　など

・サステナビリティの取組み
・コーポレート・ガバナンス
・ESGデータ　など

非財務情報

サステナビリティサイト

中期経営計画

機関投資家面談、決算説明会

定量情報

ストーリー性

編集方針
『長谷工グループ統合報告書2026』は、幅広いステークホルダーとのコミュニケーションツールとして位置づけています。本報告書では、継承
してきた独自の強みと、社会環境の変化に対応する事業戦略・サステナビリティ戦略をあわせて、長谷工グループの持続的な成長に向けた価
値創造ストーリーをご紹介しています。進化を続ける当社グループの理解促進にご活用いただけましたら幸いです。

見通しに関する記述

当報告書におきまして、掲載した予測は報告書作
成時点の当社判断に基づくものです。そのため、
様々な要因の変化により記述されている将来見通
しとは異なる結果となる可能性があることをご承
知おきください。

対象期間

2025年度（2025年4月～ 2026年3月）
ただし、一部対象期間外の情報も含めています。

対象組織

長谷工コーポレーション、子会社101社及び関連
会社20社を対象としています。

発行　2026年8月

情報開示体系

ガイドラインへの対応

『長谷工グループ統合報告書2026』は、国際統合
報告フレームワーク（IIRC）、GRIスタンダードを参
照しています。
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統合報告書2026のポイント

事業基盤・競争力の強化
変化の激しい事業環境の中でも、受注高の
拡大と工事利益率の改善を中心に、継続して
稼げる力を高めています。建設事業の強みを
磨き、不動産開発やストックビジネスへの展
開を強化しています。

将来の環境変化への対応
国内住宅市場の縮小や人手不足への対応が
引き続き重要な課題です。中期経営計画
「HASEKO Evolution Plan」１年目では、自
社PCa工場稼働や効率化推進により、変化
に対応し着実に進化しています。

経営基盤の強化
マテリアリティの見直しを行い、サステナビ
リティへの取組みを深化させました。環境負
荷の軽減、社員の能力を引き出す取組み、ガ
バナンスの強化などを通じて、持続的な成長
の基盤を強化しています。

長谷工グループの理念体系
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